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就
任
の
ご
挨
拶

新
し
く
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
稲
葉

栄
一
で
す
。前
任
の
方

に
は
力
が
及
び
ま
せ
ん
が
、皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
い
た
し

ま
す
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
亀
っ
子
サ
ポ
ー
ト
」
は
、児
童
生
徒

が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
、
生
活

で
き
る
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

本
来
は
、家
庭
や
学
校
が
担
う
べ

き
こ
と
で
す
が
、様
々
な
事
情
に
よ

り
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。会
員
や

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
力
を
借
り
な
が

ら
、誰
も
が
利
用
し
や
す
い
「
居
場

所
づ
く
り
」
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

悩
ん
で
考
え
込
む
事
よ
り
、相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
れ
ぞ
れ

の
困
り
事
や
思
い
は
違
い
ま
す
が
、

お
互
い
に
出
し
合
い
、交
流
で
き
る

場
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

教
育
者
、
保
護
者
、
児
童
生
徒
の

懸
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い

ま
す
。

理
事
長
就
任
の
挨
拶

亀山市立中部中学校で５月
１７日（水）14:30～16:10の
時間を使って、「生徒理解
（不登校）のために」と題し
て、研修会をさせていただき
ました。
その中で、 研修の柱に
①不登校のきっかけ
②いじめから見えるもの
③発達障害から見えるもの
を据えて、不登校になる生

徒や保護者の思いを、どのよ
うに受け止め、今後に活かし
ていくかを考えました。
特に、いじめや不登校から

「見えるもの」と題したのは、
「学校生活」の中で、先生方
が「いじめ」の対策や「発達

障害者」に対する支援を考え、
実践する事が、多くの生徒に
とって、楽しい「学校生活」

を発現する事に繋がると考え
たからです。
また、学校という子どもに

とって最も重要な外的環境を、
子どもの成長を保障する環境
にするためには、「見えるも
の」の中から課題を見つけ、
実践の中から、「見えたもの
（成果）」を共有していくこ
とが必要との思いがあるから
です。
不登校生徒への見守りや寄

り添い（支援）を、「子ども
同士や先生との関係から生じ
る様々な不具合を、どのよう
になくしていくか。」を考え
る事から始めていただくこと
が最も大切と感しています。

中部中学校で研修会「生徒（不登校）理解のために」をしていただきました
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